
やバク テリ アが付着せず、 製造時の清潔な状態を

保つこ と が大きな特徴。 消費者が実際に飲むまで、

汚れや菌から 飲料缶の飲み口をし っ かり と 保護す

る。 また、 接着剤などを用いず「 熱と 圧力」 のみで

アルミ キャ ッ プを 接着するキャ ッ プシーリ ン グ技

術を採用し ているため、 アルミ 缶と 共に 100% のリ

サイク ルが可能だ。 加えて、 水や氷、 また最大60

℃までの熱耐性を 備えているので、 キャ ッ プを 取

り 付けた状態で自動販売機での販売が可能。 アル

ミ シート は両面に印刷でき る ため、 めく っ た際に

“当たり ” が現れるなどのキャ ンペーン実施や、 QR

コ ード の印字でウェ ブ サイ ト への誘導など、 さ ま

ざまなプロモーショ ン展開に可能性が広がる。

装置はシーリ ングヘッ ド の数によっ て 5 タ イプを

用意し ており 、 価格は800 万円から と なっ ている。

新型コ ロナ以降、 衛生安全への関心が急角度で高

まっ ているこ と から 、 同システムが可能にする 衛

生性の向上へ関心が集まり そう だ。

なおマツボーでは、飲料や食品、家庭紙業界など、

工場のロジスティ ッ ク 自動化技術の開発に特化し

た Elettric80 社（ イ タ リ ア・ ヴィ アーノ ） による 最

新の工場内マテリ アルハンド リ ング自動化技術も 紹

介し ている。 同社の無人搬送システム「 LGVsシリ

ーズ」 は、 すでに日本で製紙業界に導入さ れている

が、 今後は食品と 飲料業界にも 提案し たい考え。

立体形状の液体用バッ グで新提案

【 小泉製麻】

小泉製麻（ 神戸市灘区） のブースでは、 コ ーヒ ー

などド リ ンク のテイ ク アウト 用に提案し た液体用

容器「 スパウト バッ グ」 と 持ち手付き段ボールケー

スの組み合わせが、 と り わけ来場者の大き な関心

を集めたよう だ。

スパウト バッ グは、 こ れまでにない立体形状と

小容量、 さ ら に大口径スパウト で構成さ れた液体

用容器。 BIB（ バッ グ・ イ ン・ ボッ ク ス） と パウチ

分野を中心に展開し ている。 ロータ リ ーUV プリ ン

タ ーについては米国IN KCUPS社が「 H ELIX」 と し

て展開し ており 、 こ の正規国内販売代理店を 務め

るこ と から 今回、 ド リ ンク ジャ パンに初出展し た。

同機は欧米で 250 台程度の販売実績があり 、 イ メ

ージ・ マジッ ク では一昨年、 自社工場に3 台導入

し ている。 国内での販売価格はオプショ ン 付き で

約3000 万円程度（ 税別）。

缶飲料の多彩な販促活動を可能に

【 マツボー】

神戸製鋼グループで各種産業機械・ 設備の輸出

入などを主要事業と するマツボー（ 東京都港区）が、

ECOCAP’S社（ イ タ リ ア・ ボロ ーニャ ） と 共同で

出展し た缶飲料の新し いコ ミ ュ ニケーショ ン ツ ー

ル「 TOPSYL（ ト ッ プ シル）」 は、 2019 年のド リ ン

ク ジャ パン でも 紹介さ れている。 こ の時はこ の特

許を 所有する ECOCAP’S社のみで 出展し た が、

2020 年のド リ ンク ジャ パンではマツボーがサポー

ト する形で出展し た。今後はマツボーが「 TOPSYL」

および「 キャ ッ プシーリ ングシステム」 の国内展開

を進める。

同システムでは、 缶飲料の飲み口をアルミ 製の

キャ ッ プでし っ かり と 完全接着する。 飲み口に菌 マツボーが国内缶飲料に提案する「 TOPSYL」
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